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区
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
年
頭
に
あ
た
り
、
江
東
区
議
会
を

代
表
し
て
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
よ

り
、
私
共
四
十
四
人
の
新
し
い
構
成

で
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
昨
年
の
区
政
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
本
区
の
重
要
課
題
で
あ
る

豊
洲
地
区
の
児
童
急
増
対
策
と
し
て

「
豊
洲
北
小
学
校
」
を
開
校
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し

て
、
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
を

中
学
生
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
り
、
区
民
生
活

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。 

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
等
へ

の
支
援
と
し
て
「
江
東
さ
ざ
ん
か
カ
ー

ド
」
の
発
行
準
備
を
進
め
る
な
ど
、

本
区
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
ま
す
。 

　
一
方
、
国
は
、「
東
京
富
裕
論
」
の

も
と
、
自
治
体
の
税
収
格
差
を
見
直

す
動
き
が
あ
り
、
区
民
生
活
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
区

の
よ
り
一
層
の
財
政
健
全
化
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

や
学
校
で
の
い
じ
め
問
題
な
ど
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

　
私
は
議
長
に
就
任
以
来
、
円
滑
か

つ
公
平
な
議
会
運
営
を
目
指
し
、
区

政
の
進
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
行
財
政
の
弾
力
的
、
効

率
的
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
私
ど
も
区
議
会
は
、

議
決
機
関
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に

発
揮
し
、
行
政
に
皆
様
の
声
を
反
映

さ
せ
る
べ
く
、
様
々
な
提
言
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
区
民
の
皆
様
の
あ
た
た
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 
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平
成
十
七
年
度
決
算
を
問
う
。 

①
本
区
の
財
政
体
質
は
こ
こ
数
年
間

で8
さ
れ
て
き
た
が
区
は
こ
の
状
況

を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
に
対
す
る

総
括
的
な
評
価
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。 

②
い
わ
ゆ
る
東
京
一
人
勝
ち
論
に
つ

い
て
区
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

③
区
財
政
に
余
裕
が
あ
る
現
在
、
重 

 

　
区
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
昨
年
四
月
の
区
議
選
以
降
、
私
達

十
三
人
の
議
員
は
決
意
も
新
た
に
新

議
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

　
同
時
に
、
四
十
五
万
区
民
の
負
託

に
応
え
区
議
会
第
一
党
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
持
ち
、
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
や
ご
要
望
を
行
政
に
対
し
提
言

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
本
年
も
夢
と
希
望
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
以
下
の
具
体
的
施
策

の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
程

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

∧
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
向
け
て
∨ 

○
招
致
活
動
へ
の
支
援
強
化 

∧
更
な
る
行
財
政
運
営
の
取
組
み
∨ 

○
区
の
将
来
像
を
見
据
え
た
十
分
な 

　
財
源
獲
得
へ
の
取
組
み 

○
事
務
事
業
の
更
な
る
推
進 

○
受
益
者
負
担
の
公
平
と
財
源
確
保 

∧
少
子
高
齢
化
対
策
∨ 

○
特
養
ホ
ー
ム
や
老
健
施
設
の
整
備 

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
充 

　
と
介
護
予
防
重
視
の
施
策
展
開 

○
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応 

　
し
た
保
育
所
整
備
と
保
育
所
運
営 

○
子
育
て
支
援
策
の
更
な
る
推
進 

∧
医
療
対
策
の
充
実
∨ 

○
介
護
保
険
制
度
と
医
療
制
度
と
の 

　
連
携
の
強
化 

○
A 
E 
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　
の
公
共
施
設
設
置
へ
の
早
期
実
現 

○
各
種
健
康
診
査
の
充
実 

∧
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
対
策
∨ 

○
南
部
地
域
の
公
共
施
設
整
備
促
進 

○
避
難
場
所
の
拡
充
に
向
け
、
関
係 

　
団
体
と
の
防
災
協
定
の
充
実 

○
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
促
進
と
備 

　
蓄
倉
庫
の
増
設 

∧
環
境
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
∨ 

 

○
環
境
学
習
施
設
「
え
こ
っ
く
る
江 

　
東
」
の
効
果
的
な
活
用 

○
民
間
建
物
に
対
す
る
緑
化
助
成
制 

　
度
の
充
実 

○
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と
し
て 

　
屋
上
緑
化
・
太
陽
光
発
電
の
推
進 

∧
教
育
問
題
の
解
決
に
向
け
て
∨ 

○
い
じ
め
の
抜
本
的
解
決
と
命
の
大 

　
切
さ
を
理
解
さ
せ
る
教
育
の
推
進 

○
学
力
向
上
を
図
る
た
め
外
部
講
師 

　
や
学
習
塾
と
の
連
携
強
化 

○
こ
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の 

　
学
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教 

　
室
の
連
携
、
放
課
後
対
策
の
充
実 

∧
地
域
振
興
・
中
小
企
業
対
策
∨ 

○
雇
用
対
策
の
拠
点
施
設
で
あ
る 

　「
江
東
区
再
雇
用
セ
ン
タ
ー（
仮 

　
称
）
」
の
早
期
実
現 

○
区
内
の
観
光
資
源
の
P 
R
拡
大
と 

　
第
二
東
京
タ
ワ
ー
整
備
と
連
動
し 

　
た
観
光
客
誘
致
の
推
進 

∧
交
通
対
策
の
推
進
∨ 

○
城
東
地
区
の
南
北
交
通
網
整
備
の 

　
早
期
促
進 

○
地
下
鉄
八
号
線
豊
洲
〜
住
吉
間 

　（
5.1 
　 

）
の
早
急
な
整
備
促
進 

 

 

自
由
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ 

◇ 

夢
と
希
望
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て 

◇ 

◇
や
さ
し
さ
と
活
力
あ
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
に
◇ 

公
　
明
　
党 

◇ 

区
民
が
主
役
！
夢
あ
ふ
れ
る
ま
ち
江
東
区
を
！ 

◇ 

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
様
々
な
偽
装
が
次
々
に
発
覚
。

今
こ
そ
、
本
物
を
め
ざ
し
夢
を
描
く
、

暮
ら
し
に
一
番
身
近
な
基
礎
自
治
体

＝
江
東
区
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
区
民
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
」
。
区
民
を
中
心
に

議
会
、行
政
が
力
を
合
わ
せ
、夢
あ
ふ

れ
る
ま
ち
江
東
区
を
創
り
ま
す
。
　

　
今
年
も
、
民
主
ク
ラ
ブ
の
九
名 

（
民
主
党
七
名
、
無
所
属
一
名
、
江

東
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
一
名
）

は
、
一
人
ひ
と
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

個
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
区
民
目
線

に
立
ち
、
江
東
区
の
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、

情
報
公
開
・
説
明
責
任
・
住
民
参
加

を
基
に
区
政
改
革
・
議
会
改
革
を
す

す
め
ま
す
。 

　
ぜ
ひ
、
ご
意
見
な
ど
民
主
ク
ラ
ブ

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（koto_m
insyu_club@

yahoo.co.jp

） 

《
教
育
》
豊
か
に
育
つ
ま
ち 

○
全
小
学
校
に
放
課
後
子
ど
も
教
室 

○
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現 

○
教
育
な
ん
で
も
110
番
の
設
置 

○
校
庭
・
屋
上
・
壁
面
の
緑
化
推
進 

《
環
境
・
福
祉
・
健
康
》
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち 

○
3 
R
を
推
進
し
循
環
型
社
会
へ 

○
高
齢
者
の
共
同
生
活
の
場
の
拡
充 

○
被
虐
待
児
の
一
時
保
護
施
設
を 

○
食
品
の
安
全
対
策
の
強
化 

《
経
済
・
文
化
》
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ま
ち 

○
産
学
公
連
携
で
地
元
企
業
の
育
成 

○
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備 

《
都
市
整
備
》
安
全
に
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち 

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
歩
道
段
差
解
消 

○
地
域
で
弱
者
を
守
る
防
災
対
策 

○
南
北
交
通
の
充
実 

《
国
際
交
流
》
友
情
あ
ふ
れ
る
ま
ち 

○
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備 

○
英
語
教
育
の
充
実 

《
情
報
化
・
行
政
改
革
》
地
域
自
治

で
効
率
性
に
富
ん
だ
ま
ち 

○
区
役
所
な
ど
の
休
日
窓
口
業
務 

○
審
議
会
等
女
性
委
員
を
増
や
す 

民
主
ク
ラ
ブ 

◇ 

区
民
の
視
点
で
区
政
を
チ
ェ
ッ
ク 

◇ 

◆
議
会
改
革
を
進
め
、
議
員
特
権
を 

　
見
直
し
ま
す
。 

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し 

　
と
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ 

　
る
介
護
保
険
制
度
を
目
指
し
ま
す
。 

◆
待
機
児
解
消
に
向
け
認
可
保
育
園 

　
の
増
設
を
。
学
童
ク
ラ
ブ
と
放
課 

　
後
子
ど
も
教
室
と
も
に
充
実
を
。

◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
焼
却
で
は 

　
な
く
リ
サ
イ
ク
ル
を
。
ア
ス
ベ
ス 

　
ト
対
策
の
継
続
を
。 

◆
住
民
主
権
の
ま
ち
づ
く
り
と
住
宅 

　
支
援
策
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。 

市
民
の
声
・
江
東 

無
　  

所
　  

属 

　 こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

活
動
報
告
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 
 

「
白
岩
忠
夫
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.shiroiw

a.com
/

〈
あ
と
が
き
〉 

○
平
成
二
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
広 

　
報
委
員
一
同
、
区
民
の
皆
様
の
ご 

　
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り 

　
申
し
上
げ
ま
す
。 

○
年
頭
に
あ
た
り
、
本
号
で
は
各
会 

　
派
等
の
区
政
に
対
す
る
抱
負
を
中 

　
心
に
編
集
い
た
し
ま
し
た
。 
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添
　
谷
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田
　
茂
　
夫 

議
　
　
長
　
佐
　
藤
　
信
　
夫

広
報
委
員
　
山
　
本
　
香
代
子

広
報
委
員
　
薗
　
部
　
典
　
子

　
　
　
　
　
　
　（
写
真
右
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◇
あ
な
た
に
安
心
を
！！
◇ 

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
「
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
を
中
学
3
年
ま
で
拡
大
」「
妊
婦

健
診
の
無
料
化
」「
小
学
校
普
通
教
室

に
ク
ー
ラ
ー
設
置
」
な
ど
実
現
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
長
年
求
め
て
き
た

「
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
の
制

定
準
備
作
業
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
、
増
税
・
負
担
増
や
労
働
法
の

改
悪
な
ど
で
格
差
が
拡
大
し
、
区
政

で
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
共
産
党
区
議
団
は
区
が
貯 

め
こ
ん
で
き
た
7
3
0
億
円
を
超
え 

る
基
金
を
積
極
的
に
活
用
し
、
区
民

の
く
ら
し
を
支
え
る
施
策
の
実
現
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

○
医
療
・
介
護
福
祉
の
充
実 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
本
年
4
月

実
施
の
中
止
と
抜
本
的
見
直
し
。 

墨
東
病
院
の
都
立
直
営
で
の
存
続
。

国
保
料
・
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
。

障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
見
直
し
。

難
病
者
へ
の
支
援
強
化
を
。 

公
営
住
宅
の
建
設
促
進
。 

○
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を 

認
可
保
育
園
の
増
設
で
待
機
児
解
消
。 

保
育
料
の
負
担
軽
減
。 

　
人
学
級
の
早
期
実
現
を
。 

○
中
小
企
業
・
雇
用
対
策
の
強
化 

公
共
工
事
な
ど
の
分
離
・
分
割
発
注

で
地
元
業
者
の
仕
事
確
保
。 

区
が
率
先
し
て
正
規
雇
用
の
拡
大
を
。 

○
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り 

築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
中
止
を
。 

個
人
住
宅
の
耐
震
工
事
助
成
の
拡
充
。 

ご
み
の
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
。 

区
内
各
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
促
進
。 

○
本
会
議
質
問
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

放
映
を
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
く
ら
し
優
先
に
。 

日
本
共
産
党 

◇ 

く
ら
し
を
応
援
、
格
差
解
消
へ 

◇ 

　
区
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
本
年
も
、
昨
年
に
も
増
し
て
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
我
が
国
は
今
、
新
時
代
へ
向
け
た

施
策
論
議
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
本
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
急
激
な

人
口
増
が
続
く
中
、本
年
は
、新
た
な

マ
ン
シ
ョ
ン
条
例
が
施
行
さ
れ
、
さ

ら
に
基
本
構
想
策
定
へ
の
審
議
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
私
た
ち
江
東
区
議
会
公
明
党
は
、

人
口
44
万
人
を
超
え
る
区
民
の
多
岐

に
わ
た
る
区
民
要
望
を
的
確
に
捉
え

未
来
に
責
任
を
持
つ
責
任
与
党
と
し

て
、
や
さ
し
さ
と
活
力
あ
る
江
東
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
真
剣
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

①
子
育
て
へ
の
支
援 

○
妊
婦
健
診
の
無
料
化
の
早
期
の
条 

　
例
化
と
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額 

○
待
機
児
解
消
の
た
め
需
要
に
対
応 

　
し
た
新
た
な
保
育
所
の
増
設 

○
認
可
外
保
育
所
利
用
者
の
保
育
料 

　
の
更
な
る
負
担
軽
減
の
実
施 

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
拡
充 

②
高
齢
者
・
障
害
者
対
策
の
充
実 

○
介
護
予
防
・
生
活
支
援
を
目
指
し 

　
地
域
に
共
助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と 

　
地
域
支
援
員
の
配
置 

○
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
へ
の
火
災 

　
警
報
器
の
設
置
助
成 

○
高
齢
者
自
己
負
担
増
に
対
す
る
支 

　
援
策
の
充
実 

○
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
、

　
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

③
安
全
で
環
境
の
良
い
ま
ち
づ
く
り 

○
公
共
施
設
の
耐
震
化
の
促
進 

○
区
内
全
域
に
わ
た
る
や
さ
し
い
ま 

　
ち
づ
く
り
の
更
な
る
推
進 

○
資
源
循
環
型
リ
サ
イ
ク
ル
社
会
の 

　
さ
ら
な
る
構
築 

○
環
境
施
設
の
有
効
的
な
活
用
で
環 

　
境
意
識
と
保
全
活
動
の
拡
充 

④
教
育
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

○
学
校
施
設
の
耐
震
化
等
、
教
育
環 

　
境
の
整
備
促
進 

○「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
積 

　
極
的
な
推
進 

○
学
校
図
書
室
の
充
実
と
、
読
書
運 

　
動
の
一
層
の
推
進 

○
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 

　
条
例
の
制
定 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い 

　
ま
す
。
ご
意
見
や
ご
要
望
は 

　
左
記
に
て
お
受
け
致
し
ま
す
。 

 http://w
w
w
.kotokom

ei.ne.jp/

km 
 

30

福
祉
日
本
一
の
江
東
区
を
目
指
し
て
、 
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2008年 

新
年
に
あ
た
っ
て 

　
各
会
派
等
の
抱
負 


